
　昭和46年に、
松葉老人倶楽部
が苗木を植えた
ことに始まり、
下館駅南口のシ
ンボルとして愛
され続けた桜並
木。老朽化によ

り伐採され、姿を見ることはできなくなってしまい
ましたが、その歴史を後世に残すため、下館さくら
商店街振興組合（滝

た き た
田宗

もとひろ
浩理事長）により顕彰碑が

建立されました。今後も地域の発展の中心となるこ
とが期待されます。

Chikuse i  c i t y  Top ics

大小の円（塗無し・線有り）を楕円形ツールで描いて、整列パネルで中心を揃える
＞大きな円だけを選択ツールで選択
＞編集＞コピー＞全体を選択ツールで選択
＞小さな円をクリック
＞整列パネル内の「垂直方向下に整列」をクリック
＞編集
＞前面へペースト
＞一旦選択解除
＞上に移動した大きな円の上半分をダイレクト選択ツールで選択して、Delete（無理に上半分を削除しなくても出来ますが）
＞残った円弧を選択ツールで選択
＞回転ツールをクリック
＞Ａｌｔ（Ｏｐｔｉｏｎ）を押したまま円の中心をクリック
＞角度６０度
＞コピー
＞２本の円弧と大きな円を選択ツールで選択
＞パスファインダパネル内の「分割」をクリック
＞オブジェクト
＞グループ解除
＞不要な部分を選択して、Delete
＞残した図形を選択
＞回転ツールをクリック
＞Ａｌｔ（Ｏｐｔｉｏｎ）を押したまま小さな円の中心をクリック
＞角度６０度
＞コピー
＞Ｃｔｒｌ（Ｃｏｍｍａｎｄ）＋Dキーを４回押す
＞小さな円を選択して、Delete
＞全体を選択ツールで選択
＞効果
＞パス
＞パスのオフセット
＞オフセット欄に－（マイナス）で数値入力して、OK
＞オブジェクト
＞アピアランスを分割

クローズアップ
ちくせい合併振興基金を活用

下館駅南口のシンボルに

　JAWA 茨城県アー
ムレスリング連盟（永

なが

井
い

昌
まさのり

儀理事長）主催
のアームレスリング
大会がコミュニティ
プラザ（スピカビル
６階）で開催されま

した。今大会には、全国から 10 〜 60 代の力自慢 190 人
が参加。鍛え上げた筋力、テクニック、メンタルがぶつか
り競い合いました。各階級 3 位以内の選手は、12 月に土
浦市で開催予定の全国大会へ出場します。

二つの腕が交差する「手腕の攻防」
アームレスリング県大会
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　本市をスタートして周辺市町村を自転車で周回す
るジロ・d

でぃ
i・ちくせい（野

の ざ わ
澤久

ひ さ こ
子会長）が開催されま

した。交通ルールを守りながら、各々のペースで完走
することを目的とした本大会は 231 人が参加。最初
の休憩地点となった宮山ふるさとふれあい公園では、
旬の「こだますいか」でおもてなし。参加者からは「皮
の際まで甘くて美味しい」と好評でした。

こだますいかでおもてなし
ジロ・di・ちくせい5 19

　日本の伝統文化である端午の節句を若い世代に伝
えようと、下館青年会議所地域創生実行委員会（髙

たか

田
だ

一
か ず き

希実行委員長）主催で「端午の節句フェスティ
バル 1.0」が旧庁舎跡地で初開催されました。下館
青年会議所のスローガンは「挑戦」で、これまでに
ない新しい形に挑んだイベントです。
　イベントに参加した子ども達が「鎧や兜を作るの
は初めてで、思っていた以上に難しかった。でも自
分だけの鎧を着て街を歩く経験はとても楽しかっ
た」と弾ける笑顔で話す様子が印象的でした。
　このイベントは子ども達にとって、記憶に残る特
別な一日となったことでしょう。これからも下館青
年会議所の挑戦は続きます。

健やかな成長を祈る
世界に一つのオリジナル鎧

よろいかぶと
兜5 11
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　水害への対応力強化のため、母子島遊水地で市消
防団（塚

つ か だ
田俊

と し お
夫団長）が水防訓練を実施しました。こ

の訓練は、毎年出水期の前に水防意識を高めるため
行われており、当日は消防団や消防署、下館河川事
務所、筑西土木事務所などの約 500 人が訓練に参加。
約 800 袋の土のうを積
み上げ、浸水を防ぐ積み
土のう工法や堤防の決壊
を防ぐ月の輪工法といっ
た水防工法を実践しまし
た。今後も、安心安全の
ため防災体制の強化に励
んでまいります。

Chikuse i  c i t y  Top ics

　県西生涯学習センター（法
ほうどう

堂泰
やすあき

明センター長）周
辺に咲く 1,800 株のあじさいを、多くの人に見て
もらいたいと始まった「ふれあいアジサイ祭り」。
　このイベントは、下館シニアライオンズ、県西お
やじの会、高校生ボランティアなど、たくさんの地
域の人に支えられ開催されています。会場内では、
あじさいをテーマにした絵画展、企業や団体による
販売・体験コーナー、ステージ発表などが行われま
した。先着 300 人限定のアジサイ苗木プレゼント
には長蛇の列ができ、とても人気で「念願叶って３
年目でやっともらうことができた。大切に育てて庭
や部屋に飾りたい」とアジサイを手にした参加者は
嬉しそうに話していました。

ふれあいアジサイ祭り
1,800 株のあじさいが見頃

　市は、地域産品の発掘や商品開発、販路開拓などを官民連携で推
進するため地域商社を設立しました。今後、市内事業者のみなさん
や地域おこし協力隊員とともに、地域産業の活性化を目指します。

筑西市初の地域商社を設立
「Chikusei-mine 株式会社」

事
業
者

魅力ある産品

提案・顧客の声

地域商社

C
ち く せ い
hikusei-m

ま い ん
ine 株式会社

設立日：４月 11 日
所在地：田中町丙 360

代表取締役　須藤　茂
専務取締役　大畑  芳道
取締役
永島  直樹　片平  貴子　篠崎  栄一

6 8

出水期を前に防災力を強化
筑西市消防団水防訓練5 26

連携・商品企画開発支援
・�地域産品のマーケ

ティング
・販路開拓　など

筑西産品の
価値を高める

地域おこし協力隊 消費者動向の分析や
効率的な PR　など

筑
西
市
ふ
る
さ
と
納
税

連
　
携
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大小の円（塗無し・線有り）を楕円形ツールで描いて、整列パネルで中心を揃える
＞大きな円だけを選択ツールで選択
＞編集＞コピー＞全体を選択ツールで選択
＞小さな円をクリック
＞整列パネル内の「垂直方向下に整列」をクリック
＞編集
＞前面へペースト
＞一旦選択解除
＞上に移動した大きな円の上半分をダイレクト選択ツールで選択して、Delete（無理に上半分を削除しなくても出来ますが）
＞残った円弧を選択ツールで選択
＞回転ツールをクリック
＞Ａｌｔ（Ｏｐｔｉｏｎ）を押したまま円の中心をクリック
＞角度６０度
＞コピー
＞２本の円弧と大きな円を選択ツールで選択
＞パスファインダパネル内の「分割」をクリック
＞オブジェクト
＞グループ解除
＞不要な部分を選択して、Delete
＞残した図形を選択
＞回転ツールをクリック
＞Ａｌｔ（Ｏｐｔｉｏｎ）を押したまま小さな円の中心をクリック
＞角度６０度
＞コピー
＞Ｃｔｒｌ（Ｃｏｍｍａｎｄ）＋Dキーを４回押す
＞小さな円を選択して、Delete
＞全体を選択ツールで選択
＞効果
＞パス
＞パスのオフセット
＞オフセット欄に－（マイナス）で数値入力して、OK
＞オブジェクト
＞アピアランスを分割

クローズアップ
ちくせい

スーパーフルーツトマトてるて姫
５ 15

　KEK（協和施設園芸協同組合）で販売
を行っている市特産品のスーパーフ
ルーツトマト「てるて姫」が野菜ソム
リエサミットで金賞を受賞し、生産者
がその喜びを須藤市長に報告しまし
た。ぜひ召し上がってみてください。

２年連続金賞受賞

　筑西市地域女性団体連絡会（後
ご と う

藤
すい子

こ

会長）から「現代女性が抱え
る生理の貧困問題を解消したい」と、
市内の中学１年生女子全員に手作り
のサニタリーケース 409 個を寄贈
していただきました。

約400個を寄贈
サニタリーケース５ 15

 「伊達氏」をつうじて歴史的な繋
つ な

が
りのある福島県伊達市（須

す だ

田博
ひ ろ ゆ き

行市
長）を須藤市長が訪問し、旬を迎え
たこだますいかを PR しました。今
後も両市の発展や特産品の認知度向
上に向け、交流を深めていきます。

福島県伊達市に
市特産品のこだますいかをPR
５８

Chikuse i  c i ty  Top ics

〜感謝状贈呈〜
筑西市からありがとう ✿ 中村  邦彦 様

✿ 加納  良祐 様
✿ 生沼  清成 様
✿ 廣瀬  誠治 様
✿ 柴　  伴男 様
✿ 星野  正幸 様
✿ 添野  正人 様
✿ 笛木  正人 様

　自治会長として多年にわ
たり住民の親睦を深め、地
域の発展に多大な貢献をさ
れました。

✿ 廣瀬  孝義 様
✿ 木村　  剛 様
✿ 水越  輝夫 様
✿ 深見　  保 様
✿ 水柿  重壽 様
✿ 爲貝  博光 様
✿ 関口  秀男 様
✿ 大森  治雄 様

✿ 小嶋  勝五郎 様
✿ 土井  美知江 様
✿ 稲葉  真佐夫 様

　今年で 74 回目となる、社会を明る
くする運動の強調月間が7月1日（月）
から始まるのを受け、西地区保護司会
筑西分区（石

いしじま

島雄
ゆ う じ

二分区長）のみなさ
んが市役所を訪れ、須藤市長に内閣総
理大臣のメッセージを伝達しました。

「社会を明るくする運動」強調月間
犯罪のない地域へ５24

　関東道路（株）（武
む と う

藤正
まさひろ

浩代表取締役）
から、子どもたちの郷土愛醸成に役立
ててほしいと 100 万円の寄付をいた
だきました。この寄付は今年で 15 回
目となり、子どもたちの健全な育成の
ため、大切に使わせていただきます。

関東道路（株）から
教育関係に 100万円の寄付
５ 21

　市観光協会長や、県観光物産協
会理事を務める鈴

す ず き

木勝
か つ や

家氏は、30
年以上にわたり、本市の地域資源
を活かした観光振興に尽力されま
した。「今後も本市の魅力発信に努
めてまいります」と鈴木会長。

観光振興事業功労者関東支部長賞
観光振興に尽力22５
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